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W･M.Yen氏 (現在 ウィスコンシン大)が来室することに覆っておb , , 研究室

にはざらに活気が増 して くることであろ うO

守谷研究室

メンバ-は守谷亨,石川章夫,川J亀有郷の 5人であb,現在は名古屋大の加

藤友彦氏が滞在中である｡

守谷は ここ数年,磁性体のラマン効果の理論を主にしてきた｡ 絶縁体に関 し

ては理論的には一段落 した所であるが,金属の場合にはま･た興味をもっている｡
I

ただ し,現在では実験がほ とん ど無いので,あまb先走ることはひかえているO

金属に興味をもつのは,ラマン散乱IjE限るわけでほを く,本来は電子相聞,革

に金属絶縁体転位,極在モーメン トの問題を眉標にしているのである｡ これ ら

の問題埠ス ピンのゆらぎの概念 と密接に結びついてお b,-この方向か ら糸口を/

つか もうとい うのであるo この前段階 として,反強磁性にちかh金属のス ピン

のゆらぎを論 じた｡ とにか く何でも遠い^であD,time scaleが短いので

不確定性原理によb当然高エネルギーの状態が多 く混っているのである｡ した

がって,彼のまわ Dには常に活気があふれているのである｡

石川は,CoF12 のマグノン,エキγ トンのエネルギー,及びそれ らに よるラ

マン散乱の計算を行をい,その結果は後に米国で行 希われた実験と驚 くほどよ

く一致 しているo Coイオンのモーメン トには軌道がきいている所が ミソであ

れ 現在 も CoF2 に関する問題を総ざらいにすべ く計算を続けているC 一一見伺

ごとも大 まかではあるが,卓球をどをやって も小細工は通 じをhのであJh,磁

性理論では一番強い｡

川畑は,金属の ラマン効果の理論 をやって.VJた.が,やはb現在は実験家の様

子を見ている所である｡ ラマン散乱とルミネッセンスとの関係等にも興味があ

b,金属や化学物理に関係 した方帝で面白い尊が無いかと考えている｡ 現在実

際に行をっているのは,電子相聞の問題 で,ねらいは金属一絶縁体転移である

が,少々欲張 bすぎのせいもあb,あまb進行 し貴い｡長年のつきあいの金属

微粒子は,最近興味をもつ実験家が多 くをっているので楽 しみにしているO 以

上盛 Dだ くさんの割に実績が上 ら覆いのは,何 でもかそい人だからである｡

(川畑 )
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